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ＪＲ東労組  業務部 

①各組の交番の日数を平準化すること。 
・今回のダイヤ改正で泊行路が1つ増えるが、3組の交番に入れると21日になる。7の倍数
だと、曜日が毎回同じになり良くないとの社員の声もあり、提案の内容となった。 

・労働時間を平準化していく考えは変わらない。 
②２１０１行路と２１０２行路を同じ組に入れないこと。 
・平準化するために、このような交番を作成している。 
・前泊しなければならない状況がある実態は、現場の声として受け止める。 

・盛岡新幹線運輸区は間内改良を行っている。他区乗務員も盛岡新幹線運輸区で休憩していた
だく。 

・現時点で駅に新設する計画はない。 
・使用実績や警備の関係もあるので、必要ならば検討したい。 

・回６７７Ｂ～回６９８Ｂの入庫間合いに変更となり、在線時間は拡大する方向で検討してい
る。現行は最短で40分程だが、10分以上の拡大ができるように調整をしている。 

・空調の故障に対しては迅速に対応したい。故障の際には知らせていただき早急に対応したい。 
・これまで熱中症対策は特に実施していない。 
・新幹線統括本部として、環境改善は進めていきたい。 

・6時 58分の始業時間では、前泊が発生していることは把握している。 
・はやぶさの増発などがある中で、効率的な運営、行路を作成した。 
・前泊を解消すべきという意見は受け止めるが、総合的に勘案して行路を作成していきたい。 


